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(57)【要約】
【課題】　簡単で安価な構成で、複数種類の映画用フィ
ルム等の画像フィルムをスキャンしてデジタルデータと
して記憶するためのフィルムスキャナ装置及びフィルム
スキャン方法を提供すること。
【解決手段】　画像フィルム２００をスキャンするライ
ンセンサ１ａのスキャン範囲を画像フィルム２００に対
して斜めに設定し、ズームレンズを使わず角度の調整に
よってセンサ幅をフィルム幅に合わせる。ラインセンサ
１ａを斜めに設定した場合、得られたデータは斜めの角
度がついた状態であるので、そのスキャン角度を記録し
、それをもとに補正し、正しい画像を得る。
【選択図】　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フィルムスキャナ装置であって、
　予め定められた画素数を有し、搬送される画像フィルムの透過光又は反射光を検出して
画像フィルムをスキャンするためのラインセンサと、
　手動又は自動により、フィルム面に平行な面においてフィルム走行方向に対して角度を
つけて又は回転して前記ラインセンサを固定して設定し、設定した角度情報を出力するた
めの角度設定部と、
　記憶部と、
　処理部と、
を備え、
前記処理部は、
　前記角度設定部により、スキャン範囲又は長さを画像フィルムのフィルム幅に合わせる
ように角度をつけて又は回転して設定された前記ラインセンサの角度情報を、前記角度設
定部から入力し、
　連続搬送された画像フィルムを前記ラインセンサでスキャンし、前記ラインセンサによ
る検出信号がデジタル化された入力デジタル画像データを入力し、入力デジタル画像デー
タを前記記憶部に記憶し、
　前記記憶部を参照し、前記記憶部に記憶された入力デジタル画像データによる画像の傾
きを、角度情報に従い元に戻すための傾き補正処理を実行することにより出力デジタル画
像データを形成し、出力デジタル画像データを前記記憶部に記憶する、
フィルムスキャナ装置。
 
【請求項２】
　請求項１に記載のフィルムスキャナ装置において、
　前記角度設定部は、
　予め定められたフィルム幅の画像フィルムのスキャンでは、フィルム面に平行な面にお
いてフィルム走行方向と直交するように前記ラインセンサを固定するように設定し、
　前記予め設定されたフィルム幅より幅の狭い画像フィルムのスキャンでは、フィルム面
に平行な面において前記ラインセンサのスキャン範囲又は長さをフィルム幅に一致又は整
合するように角度をつけ又は回転して固定するように設定する、
構成であることを特徴とするフィルムスキャナ装置。
 
【請求項３】
　請求項１又は２に記載のフィルムスキャナ装置において、
　画像フィルムのフィルム幅を表すフィルム幅情報を検出するフィルム幅検出部と、
　フィルム幅情報に基づき求められた前記ラインセンサを設定する傾きを表す角度情報に
従い、前記角度設定部を駆動制御して前記ラインセンサを斜めにセットする角度調整部と
、
をさらに備えたことを特徴とするフィルムスキャナ装置。
 
【請求項４】
　請求項３に記載のフィルムスキャナ装置において、
　前記フィルム幅検出部は、画像フィルムのフィルム幅を検出し、前記処理部にフィルム
幅情報を与え、
　前記処理部は、フィルム幅情報に従い、前記ラインセンサを設定する角度情報を定め、
角度情報を前記角度調整部に送り、
　前記角度調整部は、角度情報に従い前記ラインセンサの角度をセットする、
ことを特徴とするフィルムスキャナ装置。
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【請求項５】
　請求項４に記載のフィルムスキャナ装置において、
　前記記憶部は、フィルム幅に応じた角度情報を予め定め記憶した角度ファイルをさらに
含み、
　前記処理部は、前記角度ファイルを参照して角度情報を設定する、
ことを特徴とするフィルムスキャナ装置。
 
【請求項６】
　請求項４に記載のフィルムスキャナ装置において、
　前記処理部は、フィルム幅情報と前記ラインセンサのスキャン範囲又は長さに基づき、
前記ラインセンサのスキャン範囲又は長さがフィルム幅と整合する又は一致するように、
角度情報を計算することを特徴とするフィルムスキャナ装置。
 
【請求項７】
　請求項１乃至６のいずれかに記載のフィルムスキャナ装置において、
　前記ラインセンサは、
　白黒又はグレーのデジタル画像データを検出する構成であること、又は、
　カラーのデジタル画像データを検出する構成であること、
を特徴とするフィルムスキャナ装置。
 
【請求項８】
　請求項１乃至７のいずれかに記載のフィルムスキャナ装置において、
　前記処理部は、前記記憶部に記憶した出力デジタル画像データを、表示部に表示するこ
と、及び／又は、外部装置に出力することを特徴とするフィルムスキャナ装置。
 
【請求項９】
　請求項１乃至８のいずれかに記載のフィルムスキャナ装置において、
　前記処理部は、画像識別情報に対する出力デジタル画像データを、出力画像ファイルと
して前記記憶部に記憶することを特徴とするフィルムスキャナ装置。
 
【請求項１０】
　請求項９に記載のフィルムスキャナ装置において、
　出力画像ファイルは、出力デジタル画像データに対応して、入力又は指定された付加情
報及び／又は前記処理部が出力デジタル画像データから認識した付加情報をさらに含むこ
とを特徴とするフィルムスキャナ装置。
 
【請求項１１】
　請求項１乃至１０のいずれかに記載のフィルムスキャナ装置において、
　前記角度設定部は、前記ラインセンサのスキャン範囲又は長さが、画像フィルムの両側
のパーフォレーション又は一方のみのパーフォレーションを含むエリアをカバーするよう
に前記ラインセンサの角度を固定すること、又は、画像フィルムのパーフォレーションを
除いたエリアをカバーするように前記ラインセンサの角度を固定することを特徴とするフ
ィルムスキャナ装置。
 
【請求項１２】
　請求項１乃至１１のいずれかに記載のフィルムスキャナ装置において、
　搬送される画像フィルムを照射する光源部と、
　画像フィルムを前記光源部と前記ラインセンサの光学的な位置の間に送るためのガイド
部と、
　前記ガイド部に沿って画像フィルムを、一定速度又は予め定められた速度パターンで連
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続的に送る搬送部と、
をさらに備えたことを特徴とするフィルムスキャナ装置。
 
【請求項１３】
　フィルムスキャナ装置におけるフィルムスキャン方法であって、
前記フィルムスキャナ装置は、
　予め定められた画素数を有し、搬送される画像フィルムの透過光又は反射光を検出して
画像フィルムをスキャンするためのラインセンサと、
　手動又は自動により、フィルム面に平行な面においてフィルム走行方向に対して角度を
つけて又は回転して前記ラインセンサを固定して設定し、設定した角度情報を出力するた
めの角度設定部と、
　記憶部と、
　処理部と、
を備え、
前記処理部は、
　前記角度設定部により、スキャン範囲又は長さを画像フィルムのフィルム幅に合わせる
ように角度をつけて又は回転して設定された前記ラインセンサの角度情報を、前記角度設
定部から入力し、
　連続搬送された画像フィルムを前記ラインセンサでスキャンし、前記ラインセンサによ
る検出信号がデジタル化された入力デジタル画像データを入力し、入力デジタル画像デー
タを前記記憶部に記憶し、
　前記記憶部を参照し、前記記憶部に記憶された入力デジタル画像データによる画像の傾
きを、角度情報に従い元に戻すための傾き補正処理を実行することにより出力デジタル画
像データを形成し、出力デジタル画像データを前記記憶部に記憶する、
フィルムスキャン方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、フィルムスキャナ装置及びフィルムスキャン方法に係り、特に、任意のフォ
ーマットの映画用フィルムをデジタル化するためのフィルムスキャナ装置及びフィルムス
キャン方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、映像用フィルムをスキャンしてデジタルデータとして保存するためのフィル
ムスキャナが、各種開発されている。
　例えば、特許文献１には、「画像フィルムの各色の光成分の透過特性の相違に起因する
色ずれを解消できるフィルムスキャナ装置」（要約）が記載されている。
　特許文献２には、「色成分信号を生成するスキャナであって、画像を照明ないしは透過
照明するための照明装置と、複数の単色光源と、複数の走査素子とを有し、該走査素子は
、照明ないしは透過照明された前記画像から得られた光を色成分信号に変換する形式のス
キャナにおいて、前記照明装置を、前記複数の単色光源がフィルムフレームの相互に異な
る位置を照明するように構成し、前記センサは、それぞれ対応する前記光源によって照明
されるように配置されたスキャナ」（要約参照）が記載されている。
　また、特許文献３には、「「映画フィルム材をファイリングするためのシステムであり
、事後の段での表示又は処理中に可能な技術手段を利用することができるために、スキャ
ンニング装置により、画像情報とフィルム上で供給される少なくとも別の情報を光学的に
スキャンして、情報をデジタル化データとして利用可能にされ、スキャンされた情報は、
元の情報内容に変換されず、記憶装置は、フィルムスキャナーからデジタルデータとして
得られたデータを記憶し、表示装置は、記憶装置によって再生されたデータを、該データ
の元のフィルム上の元の位置に応じて分離して、当該データを分離データ信号として利用
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できる」（要約）ようにしたフィルムスキャナーが記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平８－２０４９０４号公報
【特許文献２】特開平１１－３１７９５８号公報
【特許文献３】特開平１１－１６８６６３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　一般に、映画用フィルムの幅には様々な規格があり、代表的なものとしては、例えば、
７０ｍｍから８ｍｍまでのフィルム幅が使われる（例、８ｍｍ、９．５ｍｍ、１６ｍｍ、
３５ｍｍ、６５ｍｍ、７０ｍｍ等）。また、解像度についても様々な規格があり、例えば
、２Ｋ、４Ｋ、８Ｋビデオフォーマット等がある。画素数は、例えば、２Ｋでは２０４８
×１０８０ｐｉｘｅｌｓ、４Ｋでは４０９６×２１６０ｐｉｘｅｌｓ、８Ｋビデオフォー
マットでは７６８０×４３２０ｐｉｘｅｌｓ、である。
　映画用フィルムには、例えば上述のような様々な規格のものがあり、フィルムスキャナ
において、幅の異なるフィルムを、どちらも同じ解像度でデジタル化するという要望があ
る。そのためには、例えば、イメージセンサに装着するレンズにズーム機構をつければよ
い。しかし、このようなズーム機構は、光学系が複雑化し、高価になる。
　一方、フィルムをスキャンするセンサにおいて高解像度を得るための単純な方法として
は、例えば、センサを大型化すればよい。しかし、センサを大型化すると、センサと光学
系とが複雑化し、高価になる。
【０００５】
　本発明は、以上の点に鑑み、簡単で安価な構成で、複数種類の映画用フィルム等の画像
フィルムをスキャンしてデジタルデータとして記憶するためのフィルムスキャナ装置及び
フィルムスキャン方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の第１の解決手段によると、
　フィルムスキャナ装置であって、
　予め定められた画素数を有し、搬送される画像フィルムの透過光又は反射光を検出して
画像フィルムをスキャンするためのラインセンサと、
　手動又は自動により、フィルム面に平行な面においてフィルム走行方向に対して角度を
つけて又は回転して前記ラインセンサを固定して設定し、設定した角度情報を出力するた
めの角度設定部と、
　記憶部と、
　処理部と、
を備え、
前記処理部は、
　前記角度設定部により、スキャン範囲又は長さを画像フィルムのフィルム幅に合わせる
ように角度をつけて又は回転して設定された前記ラインセンサの角度情報を、前記角度設
定部から入力し、
　連続搬送された画像フィルムを前記ラインセンサでスキャンし、前記ラインセンサによ
る検出信号がデジタル化された入力デジタル画像データを入力し、入力デジタル画像デー
タを前記記憶部に記憶し、
　前記記憶部を参照し、前記記憶部に記憶された入力デジタル画像データによる画像の傾
きを、角度情報に従い元に戻すための傾き補正処理を実行することにより出力デジタル画
像データを形成し、出力デジタル画像データを前記記憶部に記憶する、
フィルムスキャナ装置が提供される。
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【０００７】
　本発明の第２の解決手段によると、
　フィルムスキャナ装置におけるフィルムスキャン方法であって、
前記フィルムスキャナ装置は、
　予め定められた画素数を有し、搬送される画像フィルムの透過光又は反射光を検出して
画像フィルムをスキャンするためのラインセンサと、
　手動又は自動により、フィルム面に平行な面においてフィルム走行方向に対して角度を
つけて又は回転して前記ラインセンサを固定して設定し、設定した角度情報を出力するた
めの角度設定部と、
　記憶部と、
　処理部と、
を備え、
前記処理部は、
　前記角度設定部により、スキャン範囲又は長さを画像フィルムのフィルム幅に合わせる
ように角度をつけて又は回転して設定された前記ラインセンサの角度情報を、前記角度設
定部から入力し、
　連続搬送された画像フィルムを前記ラインセンサでスキャンし、前記ラインセンサによ
る検出信号がデジタル化された入力デジタル画像データを入力し、入力デジタル画像デー
タを前記記憶部に記憶し、
　前記記憶部を参照し、前記記憶部に記憶された入力デジタル画像データによる画像の傾
きを、角度情報に従い元に戻すための傾き補正処理を実行することにより出力デジタル画
像データを形成し、出力デジタル画像データを前記記憶部に記憶する、
フィルムスキャン方法が提供される。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によると、簡単で安価な構成で、複数種類の映画用フィルム等の画像フィルムを
スキャンしてデジタルデータとして記憶するためのフィルムスキャナ装置及びフィルムス
キャン方法を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】第１の実施形態のフィルムスキャナの構成図。
【図２】センサ部の構成図。
【図３】画像フィルムの角度設定についての説明図（１）。
【図４】画像フィルムの角度設定についての説明図（２）。
【図５】第１の実施形態の制御部の構成図。
【図６】フィルムスキャナの処理部による画像処理についてのフローチャート。
【図７】傾き補正処理についての説明図。
【図８】出力画像ファイルのフォーマットの説明図。
【図９】各種の画像フィルムに対する出力デジタル画像データについての説明図（１）。
【図１０】各種の画像フィルムに対する出力デジタル画像データについての説明図（２）
。
【図１１】各種の画像フィルムに対する出力デジタル画像データについての説明図（３）
。
【図１２】第２の実施形態のフィルムスキャナの構成図。
【図１３】第２の実施形態の制御部の構成図。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
Ａ．概要
 
　本発明及び／本実施形態では、例えば、画像フィルムをスキャンするラインセンサのス
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キャン範囲を画像フィルムに対して斜めに設定し、ズームレンズを使わず角度の調整によ
ってセンサ幅をフィルム幅に合わせる。この方法であれば、ラインセンサのサイズを気に
する必要もなく、光学系が複雑になることも避けられる。また、本発明及び／本実施形態
では、例えば、ラインセンサを斜めに設定した場合、得られたデータは斜めの角度がつい
た状態であるので、そのスキャン角度をメタデータ（付加データ）として記録し、それを
もとに補正し、正しい画像を得る。
【００１１】
Ｂ．フィルムスキャナ（第１の実施形態）
 
　図１に、第１の実施形態のフィルムスキャナの構成図を示す。
　フィルムスキャナ１００－１は、センサ部１、制御部２、光源部３、ガイド部４、搬送
部５、を備え、画像フィルム２００をスキャンしてデジタル画像データを取得する。
　画像フィルム２００は、例えば、撮影用フィルムや映写用フィルム等の映像用フィルム
、その他の画像フィルムを含む。また、画像フィルム２００としては、様々なフィルム幅
、長さ、の映画用フィルムや、映画用以外のフィルムを用いることができる。画像フィル
ム２００としては、様々なスクリーン比率（４：３、１６：９（ワイド）、さらにワイド
等）、縦横比等のものを用いることができる。さらに、画像フィルム２００としては、パ
ーフォレーションが一方の側にある画像フィルム、パーフォレーションが両側にある画像
フィルム、パーフォレーションがない画像フィルムを用いることができる。
【００１２】
　ガイド部４は、画像フィルム２００を、光源部３とセンサ部1との間(光学的な間の位置
)に送るための機構である。
　搬送部５は、ガイド部４に沿って、画像フィルム２００を連続的に送る機構である。こ
の図では、一例として、リール型のものを示すが、これに限らずドラム型や適宜の構造の
搬送装置を用いることができる。ガイド部４により、例えば、画像フィルム２００を平ら
に抑える又は歪みを抑えることができる。
　光源部３は、ガイド部４を搬送される画像フィルム２００に光を照射する。なお、図で
は、画像フィルム２００の上側にセンサ部１、下側に光源部３が備えられているが、逆に
、画像フィルム２００の下側にセンサ部１、上側に光源部３が備えられるようにしてもよ
い。
【００１３】
　図２に、センサ部の構成図を示す。
　センサ部１は、ラインセンサ１ａと、角度設定部１ｂと、光学系（図示せず）、信号処
理部(図示せず)を有する。
　角度設定部１ｂは、ラインセンサ１ａをフィルム面と平行な面においてフィルム走行方
向に対して斜めに角度をつけて固定する又は回転させて固定することができる。角度固定
部１ｂは、例えば、支持部分１ｂ－１によりフィルムスキャナ１００－１の本体に固定さ
れ、ラインセンサ１ｂを備えた回転部分１ｂ－２を回転又は角度をつけて支持部分１ｂ－
１により固定する機構を有する。なお、角度設定部１ｂは、ノッチや固定ネジ等の固定手
段により、角度を離散的にセットできるようにした構成でもよいし、連続的に可変設定で
きるようにした構成でもよい。また、他にも、ラインセンサ１ａの一端を回転軸として、
他端がその周りに回転するような構成としてもよい。
　ラインセンサ１ａは、ガイド部４を通って搬送される画像フィルム２００を、光源部３
の照射により透過した光を検出する。その際、ラインセンサ１ａは、搬送部５による画像
フィルム２００の搬送により、画像フィルム２００を予め定められた走査周期でスキャン
する。ラインセンサ１ａは、例えば、スキャンするための複数種類の画像フィルム２００
のうち、予め定められた(又は、予めスキャンの対象とされた)最大のフィルム幅をカバー
できる幅とすることができる。また、ラインセンサ１ａの解像度は、所望の予め定められ
た解像度に対応して予め定められた画素数のものを用いることができる。一例として、フ
ィルム幅を最大７０ｍｍ、解像度を４Ｋ（４０９６ピクセル×２０１６ピクセル）を対象
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として想定した場合、ラインセンサ１ａとしては、例えば、幅７０ｍｍ、画素数４０９６
のスキャン範囲を有するものを用いることができる。
【００１４】
　図３及び図４に、画像フィルムの角度設定についての説明図を示す。
　例えば、図３に示すように、映画用７０ｍｍフィルムのスキャンにあたっては、角度設
定部１ｂにより、フィルム走行方向と直交するようにラインセンサ１ａを固定・設定すれ
ばよい。
　一方、例えば、図４（Ａ）及び（Ｂ）に示すように、それより幅の狭い３５ｍｍフィル
ム、１６ｍｍフィルム等のスキャンでは、角度設定部１ｂにより、同じラインセンサ１ａ
の幅をフィルム幅に合わせて回転して固定・設定すればよい。
【００１５】
　ラインセンサ１ａの検出信号は、センサ部１の内部の信号処理部によりＡ／Ｄ変換され
、センサ部１は、デジタル画像データを出力する。なお、信号処理回路は、センサ部１の
外部又は制御部２内等に適宜設けるようにしてもよい。
【００１６】
　なお、センサ部１は、白黒又はグレーのデジタル画像データを検出する構成でもよいし
、カラーのデジタル画像データを検出する構成でもよい。カラーのデジタル画像データを
検出する場合のセンサ部１及び光源部３等の構成は、例えば、特許文献１又は２に記載さ
れたように、カラーフィルタ、分光ミラー、レンズ等の光学系と、複数の検出器等を用い
て構成することができる。
　また、ラインセンサ１ａは、スキャン範囲、長さ、幅、画素数、白黒・グレー又はカラ
ーの検出素子等の所望の条件を備えた複数の種類のものを用意しておき、交換可能にする
構成としてもよい。
　また、光源部３及び／又はセンサ部１の光学系としては、例えば、物体側テレセントリ
ック、像側テレセントリック、両側テレセントリック等を採用してもよい。
　以上の例では、センサ部及び光源部３は、画像フィルム２００の透過光をスキャンする
構成について説明したが、これに限らず、画像フィルム２００の反射光をスキャンする構
成にすることもできる。
【００１７】
　図５に、第１の実施形態の制御部の構成図を示す。
　制御部２は、処理部２１、入力部２２、インタフェース（Ｉ／Ｆ）部２３、記録部２４
、を備える。記録部２４は、入力画像ファイル２４ａ、出力画像ファイル２４ｂを含む。
制御部２は、Ｉ／Ｆ部２３により、センサ部１、光源部３、搬送部５等と接続され、各部
を制御することができる。また、制御部２は、Ｉ／Ｆ部２３を介して、センサ部１、入力
部２２及び／又は表示部・出力部とデータのやり取りをして、以下のような画像処理等の
処理を実行することができる。
　処理部２１は、Ｉ／Ｆ部２３を介して、センサ部１の角度設定部１ｂからラインセンサ
１ａを斜めにセットした角度情報を入力する。また、処理部２１は、ラインセンサ１ａか
らスキャンした検出信号による入力デジタル画像データを入力して、記憶部２２の入力画
像ファイル２４ａに記憶する。つぎに、処理部２１は、以下に説明するような画像処理を
実行し、出力デジタル画像データを記憶部２４の出力画像ファイル２４ｂに記憶する。ま
た、処理部２１は、入力画像ファイル２４ａ及び／又は出力画像ファイル２４ｂに記憶し
た各デジタル画像データ等のデータをＩ／Ｆ部２３を介して、表示部に表示させること及
び／又は外部装置に出力することができる。
【００１８】
　図６に、フィルムスキャナの処理部による画像処理についてのフローチャートを示す。
　以下に、処理部２１の画像処理の詳細手順を説明する。ここでは、一例として、ライン
センサ１ａとして、フィルム幅の７０ｍｍ以下の７０ｍｍフィルム、３５ｍｍフィルム、
１６ｍｍフィルム等を画像フィルム２００のスキャン対象とし、解像度を画素数４０９６
ピクセルのデジタル画像データを対象とする場合について説明するが、これに限られない
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。
　準備段階として、ユーザは、予め定められたスキャン範囲（又は、長さ）及び解像度の
ラインセンサ１ａがセットされたフィルムスキャナ１００－１に、搬送部５及びガイド部
４等により、画像フィルム２００をセットする（Ｓ１０１）。つぎに、センサ部１の角度
設定部１ｂにより、画像フィルム２００に対するラインセンサ１ａの角度を設定する（Ｓ
１０３）。ここでは、一例として、ユーザが、マニュアルで角度を設定する。角度の固定
・設定については、例えば、図３及び図４を参照して上述した通り、ラインセンサ１ａの
スキャン範囲（又は、長さ）をスキャンする画像フィルム２００のフィルム幅に合わせる
（一致させる又は整合させる）ように、フィルム走行方向と直交又は斜めにセンサ部１ａ
を回転又は角度をつけて固定・設定する。センサ部１は、設定した角度情報を処理部２１
に送る。
　なお、パーフォレーションが、一方の側にある画像フィルムにも、両側にある画像フィ
ルムでも、本実施形態を適用することができる。ラインセンサ１ａの検出幅が、両側のパ
ーフォレーションを含むエリアをカバーするようにしてもよいし、一方のみのパーフォレ
ーションを含むエリアをカバーするようにしてもよいし、パーフォレーションを除いたエ
リアをカバーするようにしてもよい。
【００１９】
　処理部２１は、センサ部１において角度設定部１ｂがラインセンサ１ａに設定した角度
を表す角度情報をメタデータ等として識別又は入力し、記憶部２４又は適宜の内部メモリ
に記録する（Ｓ１０５）。
　ユーザが、適宜のスイッチ等で実行開始を行うようにするなど入力部２２等によりスキ
ャン開始を指示すること、又は、処理部２１が、適宜のタイミングで自動的にフィルムス
キャナ１００－１の動作を開始させることにより、画像フィルム２００のスキャンを実行
する（Ｓ１０７）。処理部２１は、スキャンを実行すると、搬送部５を制御して画像フィ
ルム２００を一定速度又は予め定められた速度パターンで連続搬送させながら、ラインセ
ンサ１ａでスキャンした検出信号をデジタル化した入力デジタル画像データを取得し、入
力画像ファイル２４ａに記憶する（Ｓ１０９）。なお、処理部２１は、入力デジタル画像
データに、画像識別情報及び／又は角度情報を付加して入力画像ファイル２４ａに記憶す
るようにしてもよい。この際、画像識別情報は、ユーザが入力部２２により予め定めるよ
うにしてもよいし、処理部２１が付与してもよい。
　ここで、ステップＳ１０３でラインセンサ１ａの幅とフィルム幅を合わせてあるので、
どのようなフィルム幅であっても、得られるデジタル画像データの短辺（フィルム幅の方
向）の解像度はラインセンサの画素（例えば、ラインセンサ１ａの４０９６画素）として
、デジタル画像データが得られる。長辺（フィルム長・フィルム走行の方向）の画素数は
、例えば、
　スキャンした画像フィルムの長さ（ｍ）÷画像フィルムの走行速度（ｍ／秒）×センサ
の走査周期（Ｈｚ）
となる。
　なお、ユーザが、適宜のスイッチ等で実行停止を指示するなど入力部２２等によりスキ
ャン停止を指示してもよいし、処理部２１が、適宜のタイミング又は時間で自動的にスキ
ャンを停止させるようにしてもよい。
【００２０】
　つぎに、処理部２１は、入力デジタル画像データの画像の傾き補正を行う（Ｓ１１１）
。
　図７に、傾き補正処理についての説明図を示す。図７（Ａ）に示されるように、得られ
た入力デジタル画像データは、ステップＳ１０３でセンサ部１の角度設定部１ｂによりラ
インスキャナ１ａを斜めに設定した場合、画像に角度がついた状態（傾き画像）になって
いる。処理部２１は、入力画像ファイル２４ａから入力デジタル画像データを読み出し、
このような傾き画像に対して、図７（Ｂ）に示されるように、メタデータとして内部メモ
リ等に記録された角度情報をもとに傾きを元に戻すための傾き補正処理を行い、元の状態



(10) JP 2017-188720 A 2017.10.12

10

20

30

40

50

（例えば、傾きのない長方形・正方形の状態）に戻し、出力デジタル画像データを形成す
る。なお、このような傾き補正処理は、一般的な公知又は周知の画像変換処理を用いるこ
とができる。
【００２１】
　処理部２１は、傾き補正処理を行った元の画像を表す出力デジタル画像データを、記憶
部１の出力画像ファイル２４ｂに記憶する（Ｓ１１３）。なお、処理部２１は、出力デジ
タル画像データに、画像識別情報及び／又は角度情報及び／又は付加情報等を適宜付加し
て出力画像ファイル２４ｂに記憶するようにしてもよい。この際、画像識別情報は、ユー
ザが入力部２２により予め定めるようにしてもよいし、処理部２１が付与してもよい。
【００２２】
　図８に、出力画像ファイルのフォーマットの説明図を示す。
　この例では、出力画像ファイル２４ｂは、画像識別情報毎に、角度情報、出力デジタル
画像データ、付加情報を含む。なお、画像識別情報、角度情報、付加情報は省略されても
よい。このフォーマットは、一例であり、適宜のフォーマットを用いることができる。
　付加情報としては、例えば、ユーザにより入力部等から入力又は指定された情報（例え
ば、フィルム番号、タイトル、撮影日時、データ記憶日時、その他の日時、等）、取得し
た入力デジタル画像データから処理部２１が認識した情報等の適宜の情報を含むようにし
てもよい。なお、入力デジタル画像データ及び出力デジタル画像データには、画像フィル
ム２００に書き込まれた文字情報、エッジナンバー等のスキャンされたデータが含まれる
場合もある。
【００２３】
　図９、図１０及び図１１に、各種の画像フィルムに対する出力デジタル画像データにつ
いての説明図を示す。
　各種のフィルム幅の画像フィルムについて、図９は７０ｍｍフィルム、図１０は３５ｍ
ｍフィルム、図１１は１６ｍｍフィルム、の場合の一例をそれぞれ示す。図示のように、
各フィルム幅についてスキャンし、補正処理及び記憶されたそれぞれの出力デジタル画像
データは、ラインセンサ１ａの解像度（上述の例では、画素数４０９６ピクセル）で全て
同一の解像度で記憶部２４に記憶される。また、処理部２１は、適宜、出力画像ファイル
２４ｂから出力デジタル画像データを読み出し、表示部に表示及び／又は出力部に出力す
ることができる。
【００２４】
Ｃ．フィルムスキャナ（第２の実施形態）
 
　以下に、センサ部の角度調整を自動に設定するための構成を説明する。
　図１２に、第２の実施形態のフィルムスキャナの構成図を示す。また、図１３に、第２
の実施形態の制御部の構成図を示す。
　第２の実施形態のフィルムスキャナ１００－２は、センサ部１、制御部２、光源部３、
ガイド部４、搬送部５に加え、フィルム幅検出部６、角度調整部７、を備える。
　制御部２は、処理部２１、入力部２２、インタフェース（Ｉ／Ｆ）部２３、記録部２４
、を備える。記憶部２４は、入力画像ファイル２４ａ、出力画像ファイル２４ｂを含み、
さらに、フィルム幅に対するラインセンサを設定する傾き角度を予め定め記憶した角度フ
ァイル２４ｃを含む。制御部２は、Ｉ／Ｆ部２３により、センサ部１、光源部３、搬送部
５等と接続され、さらに、フィルム幅検出部６、角度調整部７と接続され、各部を制御す
ることができる。また、制御部２は、Ｉ／Ｆ部２３を介して、センサ部１、入力部２２及
び／又は表示部・出力部に加え、さらにフィルム幅検出部６、角度調整部７とデータのや
り取りをして、以下のような画像処理等の処理を実行することができる。
　なお、第１の実施形態と同一の符号の構成は、第１の実施形態で説明したものと同様で
ある。
　また、第２の実施形態では、処理部２１は、図５に示した第１の実施形態のフローチャ
ートと同様に、画像処理を実行する。ただし、ステップＳ１０３における角度設定部１ｂ
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によるラインセンサ１ａの角度の設定を、第１の実施形態ではマニュアルで行うのに対し
、第２の実施形態では、以下のように、処理部２１が、フィルム幅検出部６及び角度調整
部７により、自動で行う点が、主に異なる。
【００２５】
　フィルム幅検出部６は、画像フィルム２００の幅を検出し、処理部２１にフィルム幅情
報を送る。処理部２１は、角度ファイル２４ｃを参照して、フィルム幅情報に従い、フィ
ルム面と平行な面においてフィルム走行方向に対するラインセンサ１ａの傾きを表す角度
情報を求める。
　角度調整部７は、処理部２１が求めた角度情報に従い、角度設定部１ｂを駆動制御して
、ラインセンサ１ａを斜めにセットする。
　あるいは、角度ファイル２４ｃを省力し、処理部２１は、フィルム幅検出部６が検出し
たフィルム幅情報と予め定められたラインセンサ１ａのスキャン範囲（又は、長さ）とに
より、ラインセンサ１ａのスキャン範囲（又は、長さ）がフィルム幅と整合する又は一致
するような角度を計算することにより角度情報を設定するようにしてもよい。
　なお、フィルム幅検出部６及び／又は角度調整部７は、センサ部１と一体となっていて
もよく、また、処理部２１によらず角度調整部７がフィルム幅検出部６からの情報に従い
直接角度情報を求めるようにしてもよい。また、角度設定部１ｂは、角度調整部７により
、設定角度を離散的にセットできるようにしてもよいし、連続的に可変とする構成でもよ
い。
【００２６】
Ｄ．実施形態の効果
 
　本実施形態によると、さらに、以下のような格別な効果を奏する。
・本実施形態によると、ラインセンサのスキャン範囲をフィルム幅に応じて画像フィルム
に対して斜めに設定することで、ズームレンズを使わず、異なる幅の画像フィルムでも同
一の解像度・所望の解像度の画像データを得ることができる。また、ラインセンサの画素
数及び／又は角度の調整によって、任意の解像度を得ることができる。
・本実施形態によると、スキャンにおいて、画像フィルムを駒単位の画像や動画としてで
はなく、パーフォレーション部分も含め、ひと続きの長い画像としてキャプチャし、後か
らコマの位置を特定することができる。これにより、スキャンの際に、コマ位置等を調整
して巻き返す等の手間が省ける。
・また、例えば、３５ミリフィルムは４パーフォレーションが広く使用されるが、８パー
フォレーション、３パーフォレーション、２パーフォレーション、等も存在する。本実施
形態によると、スキャンの時点でそれらを区別してフィルムスキャナの設定を操作する必
要がない。・
本実施形態によると、画像フィルムに書き込まれた文字・数字・ロゴ・マークや、画像フ
ィルムの端に記されたエッジナンバー等もスキャンして記憶することができる。
・本実施形態によると、あらゆる方式の光学サウンドトラックに対応することができる。
【００２７】
Ｅ．付記
 
　なお、上述の各数値は一例でありこれらに限られず、フィルム幅スクリーン比率（４：
３、１６：９（ワイド）、さらにワイド等）、縦横比、画素数、解像度、画像フィルムの
長さ、画像フィルムの搬送速度、走査周期等は、適宜のものを用いることができる。
 
　本発明のフィルムスキャン方法又はフィルムスキャナ装置・システムは、その各手順を
コンピュータに実行させるためのフィルムスキャナプログラム、フィルムスキャナプログ
ラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体、フィルムスキャナプログラムを含
みコンピュータの内部メモリにロード可能なプログラム製品、そのプログラムを含むサー
バ等のコンピュータ、等により提供されることができる。
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【符号の説明】
【００２８】
１００　フィルムスキャナ
２００　画像フィルム
１　センサ部
２　制御部
３　光源部
４　ガイド部
５　搬送部
６　フィルム幅検出部
７　角度調整部

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】
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